
西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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ゼ
ン
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　星野には幾つもの砂防ダムがあります。

３つの流水穴がありますが下１ヶ所から

流れている穴の塀は茶褐色になっています。

この風景に驚き思わずシャッターをきり

ました。調べてみると、茶褐色の原因は

地中に含まれる鉄分が酸化して現れたも

のです。（八女市役所の話）ちょうど茶

褐色の水が流れているように見えますが、

今では無色の水が流れています。過去金

山が掘られ（戦前まで金山は掘られてい

たそうです。・・・この事実にも驚きま

した）鉄分の多いこの色の水が流れ出て

いたのであろうと言われています。コン

クリ塀の色が茶褐色に変わるほど土が掘

られ流れ出たのですね。 

八媛会　北島東司郎 

砂防ダム 
フォトエッセイ フォトエッセイ 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

ＳＴＯＰ 
交通違反 
ＳＴＯＰ 
交通違反 

　
取
消
し
に
な
っ
て
会

社
を
辞
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

仕
事
を
探
し
て
い
ま
す

が
、
免
許
の
な
い
私
を

雇
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
許
一
つ
が
人
生
を
左
右

す
る
な
ん
て
、
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
が
身
に
降
り
か
か
っ
て
初
め
て

運
転
免
許
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 

     

お
茶
の
効
能 

 

第
１
回
　
ガ
ン
の
予
防 

　
茶
の
入
っ
た
餌
と
入
ら
な

い
餌
を
与
え
た
マ
ウ
ス
の
実

験
で
、
茶
の
入
っ
た
餌
を
食

べ
た
マ
ウ
ス
で
は
発
ガ
ン
率

が
著
し
く
抑
制
さ
れ
た
と
の

発
表
が
あ
り
ま
す
。
静
岡
県

で
は
、
県
内
茶
産
地
の
良
く

お
茶
を
飲
む
地
域
と
都
市
部

の
お
茶
を
飲
む
の
が
少
な
い

地
域
で
は
ガ
ン
の
発
生
率
に

差
が
あ
る
と
の
調
査
結
果
を

発
表
し
て
い
ま
す
。 

　
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
が
地
域
住
民
を
対
象

に
５
年
間
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
、
毎
日
10
杯
以
上
茶
を

飲
ん
で
い
る
人
は
３
杯
以
下

飲
む
人
に
比
べ
て
ガ
ン
の
死

亡
年
齢
が
男
性
で
５
歳
、
女

性
で
７
歳
高
い
、
つ
ま
り
長

生
き
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
さ
ら
に
、
毎
日
10
杯
以

上
茶
を
飲
ん
で
い
る
人
は
す

べ
て
の
年
代
で
ガ
ン
の
死
亡

率
の
低
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
茶

を
毎
日
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い

る
人
ほ
ど
ガ
ン
に
か
か
り
に

く
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。 

八女茶で健康 

中村　晋一郎 

初夏の太陽に青葉が輝

く中、八女の新茶を一

服する時、八女に住ん

でよかったと思うのは

私だけではないと思います。八女茶が

八女を代表するビッグブランドである

ことに違いありません。八女茶は江戸

期から盛んに生産され、江戸末期には

長崎から輸出されていたそうです。緑

茶は様々な健康成分を含み、お茶を飲

むことは健康維持に効果があるといわ

れています。今月から福岡県茶業振興

推進協議会の中村晋一郎事務局長にお

茶の効能についてお話しを伺います。 

   A

　
う
つ
病
予
防 

う
つ
病
（
ス
ト
レ
ス
）
に
つ

い
て
知
識
を
持
ち
、
予
防
的

技
法
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か 

日
時
／
６
月
27
日
〜
11
月
、

計
11
回
、
第
２
・
４
日
曜
14

時
30
分
〜
16
時 

会
場
／
八
女
市
立
花
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

参
加
費
‥
各
回
千
円
、
参
加

者
‥
10
名
迄
、
申
し
込
み
先

‥
臨
床
心
理
士
・
田
中
仁
章
・

立
花
町 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
１
７
０
１ 

A

　
お
と
な
の
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時
／
６
月
20
日
（
日
）
14

時
〜 

会
場
／
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女 

一
部
‥
20
代
〜
80
代
約
30
名

に
よ
る
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
発
表
会
、
二

部
‥
藤
島
聖
子
先
生
（
フ
ル

ー
ト
）
、
み
や
ざ
き
都
先
生

（
筝
）
お
二
人
の
デ
ュ
オ
コ

ン
サ
ー
ト
、
入
場
無
料
、
お

問
い
合
わ
せ
‥
Ｅ
Ｍ
田
中
音

楽
教
室
（
入
部
） 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
４
３
１
９ 

A

　
第
２
回
筑
紫
の
君
「
い

わ
い
」
の
物
語
に
つ
い
て
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

日
時
／
６
月
５
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

会
場
／
八
女
市
吉
田
　
岩
戸

山
歴
史
資
料
館
３
Ｆ 

講
師
‥
岩
戸
山
・
乗
場
古
墳

を
守
る
会
　
顧
問
　
徳
永
速

美
氏
、
受
講
料
‥
無
料 

A

　
男
の
仕
業
（
し
わ
ざ
）

三
人
展 

と
き
／
６
月
18
日
（
金
）
〜

23
日
（
水
） 

会
場
／
八
女
市
横
町
町
家
交

流
館 

革
細
工
‥
松
尾
龍
一
、
彫
金

‥
入
部
一
臣
、
建
具
‥
片
小

田
勇
、
連
絡
先
‥
松
尾 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
０
６
７
７ 

A

　
日
経
一
週
間
無
料
お
試

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
日
本
経
済

新
聞
が
一
週
間
０
円
で
読
め

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
申
し

込
み
は
お
近
く
の
西
日
本
新

聞
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で 

A

　
八
女
仕
事
着
の
道 

民
芸
研
究
家
松
田
久
彦
氏
の

労
作
「
八
女
仕
事
着
の
道
」

を
八
女
伝
統
工
芸
館
で
販
売

中
で
す
。
（
１
５
０
０
円
）

同
著
は
八
女
地
方
の
職
人
工

房
の
現
地
報
告
と
実
物
の
絣

十
二
枚
を
貼
っ
た
珍
書
で
す
。 

   A

　
八
女
は
じ
き 

お
は
じ
き
遊
び
は
奈
良
時
代

頃
に
始
ま
り
、
厄
を
は
じ
く

と
い
う
こ
と
で
縁
起
物
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
か
と
こ

八
女
を
テ
ー
マ
に
作
り
ま
し

た
。
提
灯
、
石
灯
籠
、
和
ご

ま
、
菊
、
燈
籠
人
形
、
石
人
、

徐
福
像
な
ど
で
す
。
厄
を
は

じ
き
飛
ば
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
土
素
焼
き
「
八
女

は
じ
き
」（
左
写
真
）
を
三
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

直
径
21 
cm
。
お
は
じ
き
20
個

紙
箱
入
り
も
あ
り
ま
す
。
各

二
千
五
百
円
、
お
祝
い
の
贈

答
に
最
適
で
す
。 

土
素
焼
き
陽
祥
人
形
・
平
田

工
房 

八
女
市
平
五
九
―
二 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
６
８
２
５ 

1
０
９
０
―
７
４
４
３
―
７
９
１
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ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄
。
取
り
に

こ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
応

募
締
め
切
り
６
月
15
日 

   A

　
居
酒
屋
　
仙
人
掌 

自
由
に
そ
し
て
楽
し
い
料
理

の
数
々
を
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

中
で
味
わ
う
こ
と
の
出
来
る

お
店
、
仙
人
掌
。
オ
ス
ス
メ

は
、
生
タ
ン
炭
火
焼
（
７
０

０
円
）
・
モ
ッ
フ
ル
（
３
８

０
円
）
。
そ
の
他
に
も
単
品

料
理
や
お
酒
等
を
多
種
揃
え

て
い
ま
す
。 

個
室
も
完
備
し
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
空
間
で
料
理
を
楽
し

む
事
が
出
来
る
の
も
う
れ
し

い
で
す
ね
。
ク
ラ
ッ
シ
ー
を

持
参
し
て
来
店
さ
れ
た
お
客

様
は
、
お
一
人
一
杯
限
り
ビ

ー
ル
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
の
中
か
ら
お
好

き
な
飲
み
物
を
サ
ー
ビ
ス
し

ま
す
。（
※
６
月
15
日
ま
で
） 

八
女
市
馬
場
２
―
１
（
県
道

４
４
２
号
線
沿
い
、
草
場
病

院
前
） 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
５
８
５
５ 

店
休
日
：
毎
週
火
曜
日 

営
業
時
間
：
18
時
〜
24
時 

（
Ｏ
Ｓ
23
時
30
分
） 

※
５
月
22
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
八
女
に
掲
載
し
た
店
の
電

話
番
号
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
（誤）  

２
４
―
５
８
８
５ 

　
（正）  

２
４
―
５
８
５
５ 

御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

や
　
め 

  

雲
の
向
こ
う
に
、
小
さ
な
村
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

だ
ん
だ
ん
畑
に
ト
タ
ン
屋
根
、
煙
突
か
ら
は
生
活
の
匂
い
。 

稲
の
切
り
株
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
、
耕
さ
れ
た
土
に
明
日
を

感
じ
る
。 

庭
に
は
薪
が
積
ま
れ
、
犬
達
が
お
出
迎
え
。 

パ
チ
パ
チ
燃
え
跳
ね
る
暖
炉
の
音
は
、 

長
靴
、
手
ぬ
ぐ
い
姿
の
村
人
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
集
わ
せ
る
。 

静
か
で
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
に
潜
む
、 

空
と
山
に
最
も
近
い
村
で
し
た
。 

手
と
手
を
通
わ
せ
た
と
て
誰
も
知
ら
な
い
小
さ
な
村
。 

雲
の
向
こ
う
に
隠
さ
れ
た
、
穏
や
か
な
幸
せ
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

森
　
志
穂 

幸

せ

の

か

た

ち

 

つ
ぶ
や
き
川
柳 

お
で
ん
種
こ
ん
な
に
小
さ
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て 

医
・
食
・
住
、
足
り
て
衣
な
り
現
代
は 

な
か
な
か
に
国
の
舵
と
り
む
ず
か
し
く 

高
山
た
か
子 

さ
ぼ
て
ん 

・
　
　
　
　
　
　
・ 


